
1．はじめに

相手から自分に与えられた恩恵的な許しを行動に移す場合、その行動主体の発話に「～
（さ）せていただく」の使用が多く見られるが、近年、日本語母語話者におけるこの表現
の拡張的な使用 1への批判や議論が数多くある。「～（さ）せていただく」の用法上の問題
点は、多くの母語話者が感じているものであり、また多くの日本語学習者を混乱させても
いるものだと考える。現時点において「～（さ）せていただく」には、母語話者の立場か
らも使用範囲、許容範囲に大きなゆれがあると予想するが、用法の変化に伴って、その本
来の意味の規定を見直す必要があるのではないだろうか。この問題意識から、本稿は、新
聞記事の使用実例を調査し、「～（さ）せていただく」の現在の意味と、適切な使用基準を
考察するための基礎研究となることを目的とする。また、ここから「～（さ）せていただく」
という表現について日本語学習者へより適切に導入するための問題点と改善案の方向を考
えるものである。さらに、これを基礎研究として、より良いコミュニケーションとその教
育を目指すための一つの方向として、日本語教育に取り入れられるような形にまとめてい
くことを大きな目標にしたいと考えている。

2．先行研究

菊地（1997–a）は、「～（さ）せていただく」を本来〈「そうしてもよい」という恩恵／
許可を得て何かを「させてもらう」ことを、恩恵／許可の与え手を高めて述べる〉表現で
あるとして、恩恵／許可の度合いにより 4分類を行っている。
（ Ⅰ）（本当に）“恩恵／許しをいただく”という場合「させていただく」の最も基本的
な使い方である。　例）「先生の本を使わせていただけないでしょうか」
（ Ⅱ）“恩恵／許しを得てそうする”と捉えられる場合　（Ⅰ）を拡張した使い方である。
例）「出席させていただきます」「一言ご挨拶させていただきます」
（ Ⅲ）“恩恵／許しを得てそうする”と（辛うじて）見立てることができる場合　説明
のつく範囲の使い方である。　例）「一緒にテニスをさせていただいた」
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（ Ⅳ）“恩恵／許しを得てそうする”とは全く捉えられない場合　単に〈何かを「する」
ことを、自分を低めて述べる〉使い方である。　例）「新製品を開発させていただきま
して」
そして、（Ⅰ）―（Ⅲ）のどこまでを○とするかは、＜程度／好みの問題＞であるとした
が、（Ⅳ）は（Ⅰ）―（Ⅲ）とは一線を画する使い方であり、規範的には＜（現時点では）
誤り＞だが、規範を離れて述べれば＜新しい用法（＝謙譲語 B2としての）＞であるとして
いる。
李（1998）は、文藝資料の分析調査による史的変遷を踏まえた研究を行っている。その
結果、明治・大正期までは菊地（1997–b）による謙譲語 Bの性格を持つ「～（さ）せてい
ただく」が稀であり、相手を敬い自分を謙る謙譲語 Aが主であるのに対し、昭和期にな
るとこれらが半々の頻度で登場していることが明らかになったとされている。そして昭和
期を経て現代に至るまでに謙譲語 Bの用法が若年層を中心に増えてきたとしている。近
年、若者の間で広く使われている用法は、「恩恵」、「相手の許可の有無」などは真剣に考
えない一つの「単に聞き手に配慮する」語形として丁重語化していく傾向が強いことも指
摘されている。
蒲谷（1999）では、「～（さ）せていただく」を本来は「～（さ）せる」という「使役・許可」
と「～ていただく」という恩恵を受ける意味を表す「～てもらう」の敬語形とが合わさっ
たものとし、「～（さ）せていただく」の接続形式を文法的に三つのタイプに分類した上で、
丁寧な言い方にする適当な方法が他にない場合の使用の問題点について指摘した。

3．分析の範囲と枠組み

本研究が対象とするのは、「～ Saせていただ k―」に活用語尾を付けた表現形式 3全般
であるが、これらの総称を便宜的に「～（さ）せていただく」で表記する。分析の枠組み
として、蒲谷他（1998）による「「敬語表現」を考えるための枠組み」を用いる。

4．「～（さ）せていただく」の規定

4. 1　「～（さ）せていただく」の構造
①「ある行動を行う許可を得た表現」＋②「恩恵間接尊重」4＋活用語尾
本研究では、問題になるのは「～（さ）せていただく」を使用したときに、①の意味と

②の「恩恵」の意味があるかどうか、という点であると考える。①において「許可を与え
ると想定される人物」を「行動の許可者」と名づけ、表現形式全体の「行動」の「決定権」
を持つ人物と分けることにする。「行動の許可者」（「許可者」）は「…に～（さ）せていた
だく」の「…」の部分に入る人物だと想定できる。
例：「先生のビデオカメラを使わせていただけませんか。」
では、表現形式「～せていただけませんか」、表現意図は「許可求め」となるが、ビデオ
カメラを使わせる「行動の許可者」は、「使わせる」許可を出す人物の「先生」、「行動の
決定権」も「いただけませんか」という問いに対して決定する権利を持つ「先生」、とい
うことになる。
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例：「先生のビデオカメラを使わせていただきます。」
では、「表現形式」は「～せていただきます」、「表現意図」は「宣言表現」、「行動の許可者」
は「先生」であるが、「行動の決定権」は宣言を行った「自分」にある、ということになる。

4. 2　「～（さ）せていただく」の「本来の意味」
「～（さ）せていただく」の構造を基に、「本来の意味」を規定した。

「～（さ）せていただく」の「本来の意味」とは、上記①、②の意味と性質である、
①　 「行動の主体である自分」が「行動に関係する人物」（＝「行動の許可者」または
「許可者」）に、その行動を行う「許可」の意を得る（または得た）

②　 ①に「恩恵」を感じ、「行動の許可者」を高くし、「自分」を高くしない、を兼
備したものである。

「本来の意味」は、次のような点で、従来の意味記述とは異なっている。
・「行動の許可者」を、「行動」の「決定権」を持つ人物と分けて明示した点
・「恩恵を受ける（受けた）」と、「行動の許可を得る（得た）」を分けて考えた点
・「相手」を高くするとされていた表現を、「行動の許可者」を高くする、とした点
・一部の文法書で述べられているような「光栄に思う」5という概念を外した点

4. 3　「～（さ）せていただく」のタイプ分類
「～（さ）せていただく」は、その活用語尾の形によって「表現意図」が「宣言」や「許
可求め」など様々に変化するが、①の「「許可」の意を得た」表現の意味が含まれることは、
変わらず必要なものである。本研究では特にここに注目して分析を行うことから、「～（さ）
せていただく」を次のように分類することにした。
タイプ A　「本来の意味」の用法
（本当に）「ある行動を行う許可を得た」という意味

＋「恩恵間接尊重」の意味がある場合
「行動の許可者」が、本当に「許可」をした（する）場合。「…に～（さ）せていただく」
の「…」の部分に具体的な人物を入れて言い表すことができる。
例：「先生にビデオカメラを使わせていただいた。」
「授業を早退させていただけますか？」

どちらも「行動の許可者」＝「先生」
タイプ B　「許容範囲」の用法
「あたかも許可を得た」意味

＋「恩恵間接尊重」の意味があると見立てることができる場合
「行動の許可者」が、「許可」をした（する）と見立てることができる場合。「…に～（さ）
せていただく」の「…」の部分に具体的な人物を想定し言い表すことができる。
例：「（新聞記事で）敬称は、省略させていただきます。」
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「行動の許可者」＝読者
「先日は、お邪魔させていただきありがとうございました。」

「行動の許可者」＝相手
タイプ C　「検討を要する」用法
「あたかも許可を得た」意味 

＋「恩恵」の意味があるとは捉えられない場合（間接尊重の意味はあると思われる）
「行動の許可者」を特定することができず、「…に～（さ）せていただく」の「…」の部
分に具体的な人物を入れて言い表すことができない。
例：「弊社は新製品を（？ に）開発させていただきました。」
「夏休みは（？ に）沖縄に旅行させていただきます。」

以上の分類は、「「許可」の意を得る」ことに最も注目したものであるが、判定はその他
の性質を加味して、総合的に行うものとする。この分類方法は、「…に～（さ）せていただ
く」の「…」の部分に「行動の許可者」を想定してみることを基準に、「～（さ）せていた
だく」を A、B、Cの 3分類に大別するもので、日本語学習者にとっても、使用方法の判
別が容易であるよう配慮したものである。

5．実例調査について

5. 1　目的
日本語母語話者における「～（さ）せていただく」の実際の使用例を調査し、現時点で

の「～（さ）せていただく」という表現の用法を分類、整理する。ここから「本来の意味」
の用法、「許容範囲」の用法、「検討を要する」用法の実態を明らかにするとともに、現在
の使用傾向を考察することを目的とする。

5. 2　仮説
（1） 「～（さ）せていただく」の現在の使用の中心は、「本来の意味」から「許容範囲」や「検

討を要する」用法へ移行しているのではないだろうか。
（2） 「～（さ）せていただく」の「行動の許可者」は「相手」ではなく、「第三者」である

場合があるのではないだろうか。

5. 3　調査の対象
使用コーパス：日経テレコン 21

日本経済新聞、日経産業新聞、日経金融新聞、日経流通新聞の全記事
（地方版、土曜日別冊「日経プラスワン」を含む）

選 定 理 由： 新聞記事の全文検索を行うことにより、「～（さ）せていただく」の使用向
を明らかにすることが期待できるため。
文字媒体だが談話部分を併せ持ち、文体もさまざまであるため、大まか
な傾向の把握ができると考えたため。

検 索 条 件：上記 4紙全文記事から、キーワード「せていただ」を含むものを検索する。
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調査対象期間：2002年 5月 29日～ 2003年 5月 28日　　一年分

5. 4　分析方法と結果
キーワード検索の結果、合計 107の使用例を得たが、ここから「～（さ）せていただく」

以外の用法（にじませていただけ、寄せていただけ、（果物を）のせていただきます　など）
を除く 92例を分析対象とした。
・記事全文より「～（さ）せていただく」の用法を判定し、タイプ別に分類する。
・ 「～（さ）せていただく」を「行動」、「行動の許可者」、「利益」、「恩恵」などの観点から
分類し、使用実例の性質を分析した。
・ 分析には第二認定者を立て、筆者が抽出した 10例（表 3中の＊）の認定とマッチング
を共に行った。それに基づき、使用例全体の認定を確認し、タイプ分類を決定した。
・表 1の項目によって分類した 92の例文を、タイプ別にまとめた結果が表 3である。
・表 2には、「～（さ）せていただく」出典記事の種類別・タイプ別数をまとめた。
・ 表 3には例文の「～（さ）せていただく」を含む部分のみを記載したが、分類を行う際
には記事全文から判断して作業を行った。
・ 併せて「～（さ）せていただく」を使用して表現する動詞と表現形式を集め、タイプ別
の特徴について分析を試みた。
・「～（さ）せていただく」の「行動」、「行動の許可者」、「利益」、「恩恵の有無」を明らか
にした。
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 表 2　「～（さ）せていただく」出典記事の種類別・タイプ別数

　　　　　　　種類
タ イ プ　　　　　

談　話 エッセイ 記　事 注 合　計

タイプ A  4  1 ― ―  5

タイプ B 43  5 1 6 55

タイプ C 26  5 1 ― 32

合　　計 73 11 2 6 92

表 1　分類項目の意味
分　類 意　味

No. 1～ 92 検索結果日付による出順

出典

K 日本経済新聞
R 日経流通新聞
S 日経産業新聞
Y 日経金融新聞
P 日経プラスワン

種類

談（談　話） 「　」内に記載されたもの
表記方法　　　　　？　　　　　　。の形で現れたもの

記（記　事） 一般記事に現れたもの
エ（エッセイ） コラムや連載エッセイなど、作者の心情が描かれているもの

注 編集部からの「お断り」や「注意書き」
行動

J：自分
A：相手
K： 行動に関係
する人物

「～（さ）せていただく」が表す行動を行う人物

許可者 「…に～（さ）せていただく」が表す「…に」に入る、行動を許可する人
物

利益 「～（さ）せていただく」が表す行動で利益を得る人物
恩恵 ＋ 「～（さ）せていただく」が表す行動に「自分」が恩恵を感じている

タイプ

A （本当に）「ある動作を行う許可を得た」という意味＋「恩恵間接尊重」
の意味がある場合　　　　　　　　　　　　　　　「許容範囲」の用法

B 「あたかも許可を得た」という意味＋「恩恵間接尊重」の意味があると
見立てることができる場合　　　　　　　　　　「本来の意味」の用法

C 「あたかも許可を得た」という意味＋「恩恵間接尊重」の意味があると
は捉えられない場合　　　　　　　　　　　　　「検討を要する」用法
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だ
く

J
？

J
＋

C
27

28
K

エ
そ
の
頂
点
を
な
す
北
宗
・
南
宗
に
つ
い
て
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
く

J
（

A
）

?
J

C
28

30
K

談
公
務
員
人
生
で
非
常
に
い
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

さ
せ
て

い
た
だ
い
た

J
？

J
＋

C
30

33
Y

談
地
域
に
根
ざ
す
金
融
機
関
を
目
指
す
た
め
、
継
承
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

継
承
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い

J
？

J
＋

C
33

34
K

談
地
域
に
根
ざ
す
金
融
機
関
を
目
指
す
た
め
、
継
承
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

継
承
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い

J
？

J
＋

C
34

35
K

談
し
か
る
べ
き
時
期
に
明
ら
か
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

さ
せ
て

い
た
だ
く

J
？

J
C

*3
5

38
K

談
国
際
福
祉
都
市
の
実
現
へ
気
持
ち
の
い
い
汗
を
か
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

か
か
せ
て

い
た
だ
き
た
い

J
？

J
＋

C
38

39
K

エ
次
回
が
楽
し
み
に
も
思
え
た
の
で
、
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

取
り
上
げ
さ
せ
て

い
た
だ
く

J
？

J
C

39

42
K

談
全
力
を
挙
げ
て
当
た
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

当
た
ら
せ
て

い
た
だ
き
た
い

J
？

J
C

42

45
K

談
ど
う
し
て
も
電
車
の
時
間
が
間
に
合
わ
ず
、
三
人
目
の
方
か
ら
、
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た

J
K

J
＋

C
45

46
S

談
ド
ク
タ
ー
と
言
う
肩
書
き
は
役
に
立
つ
の
で
あ
り
が
た
く
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

J
？

J
＋

C
46

53
R

談
こ
れ
か
ら
は
う
ち
が
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

や
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

J
？

J
＋

C
53

56
K

エ
今
回
は
詩
や
お
話
と
と
も
に
歌
集
の
中
か
ら
連
作
を
三
つ
ほ
ど
読
ま
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。（
ま
ま
　
誤
用
）

読
ま
さ
せ
て

い
た
だ
い
た

J
？

J
C

56

60
K

談
（
こ
れ
か
ら
は
撮
影
を
）
真
剣
に
深
く
、
頑
張
ら
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
言
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

頑
張
ら
せ
て

い
た
だ
こ
う

J
？

J
＋

C
60

61
K

談
規
正
法
に
従
い
処
理
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

処
理
さ
せ
て

い
た
だ
い
た

J
？

J
C

61

68
K

エ
今
年
の
夏
は
な
ん
ど
も
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た

J
？

J
＋

C
68

70
K

談
私
は
本
当
に
恵
ま
れ
た
九
年
間
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
け
た
。

送
ら
せ
て

い
た
だ
け
た

J
？

J
＋

C
70

76
K

談
政
権
交
代
を
実
現
す
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
身
を
粉
に
し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

働
か
せ
て

い
た
だ
き
た
い

J
？

J
＋

C
76

81
S

談
基
本
的
に
自
由
に
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

や
ら
せ
て

い
た
だ
き
た
い

J
？

J
＋

C
81

82
K

談
要
望
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

さ
せ
て

い
た
だ
く

J
？

J
C

*8
2

84
K

談
金
融
機
関
で
引
き
受
け
て
い
く
こ
と
に
な
れ
ば
、
体
力
、
身
の
丈
に
応
じ
た
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

さ
せ
て

い
た
だ
く

J
？

J/
A

C
84

89
K

談
扇
国
交
相
は
「
関
空
二
期
は
予
定
通
り
や
ら
せ
て
い
た
だ
く
」
と

や
ら
せ
て

い
た
だ
く

J
？

J
C

89
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タ
イ
プ

B
N

o
出
典

種
類

使
　
　
用
　
　
例
　

   
文

動
詞

表
現
形
式

行
　
動

許
可
者

利
　
益

恩
恵

タ
イ
プ

N
o

 1
K

注
当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

J
A

J
B

  
1

 2
K

談
日
本
紡
績
協
会
会
長
を
二
度

 務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
少
な
り
と
も
業
界
の
お
役
に

勤
め
さ
せ
て

い
た
だ
き

J
K

J
＋

B
 *
2

 5
K

談
日
産
の
開
発
計
画
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
が

J
K

J
＋

B
  
5

 7
S

談
熊
谷
組
と
の
経
営
統
合
の
道
筋
が
立
つ
ま
で
は
続
投
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

続
投
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い

J
A

J
＋

B
  
7

10
Y

談
政
府
機
関
で
あ
る
も
の
の
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
報
酬
制
度
は
使
わ
せ
て
い
た
だ
く

使
わ
せ
て

い
た
だ
く

J
K

J
＋

B
 1
0

11
K

談
お
払
い
戻
し
の
書
類
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

送
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

J
A

J
B

 1
1

12
K

談
今
後
も
調
停
の
場
で
誠
意
を
も
っ
て
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

協
議
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

J
A

J
B

 1
2

14
K

談
多
く
の
人
か
ら
の
支
援
金
を
治
療
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た

J
K

J
／

A
＋

B
 1
4

16
K

談
現
段
階
で
の
氏
名
公
表
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

差
し
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い

J
A

J
B

*1
6

17
Y

談
そ
こ
だ
け
繰
り
返
し
て
い
わ
せ
て
い
た
だ
く
が
、
私
は
、
金
融
政
策
は

言
わ
せ
て

い
た
だ
く
が

J
A

J
B

 1
7

21
K

エ
面
白
く
読
め
る
も
の
な
ら
ど
う
書
い
て
も
良
い
、
と
い
う
の
で
書
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

書
か
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
し
た

J
K

J
B

 2
1

22
K

談
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
で
も
う
一
度
や
ら
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
う
。

や
ら
せ
て

い
た
だ
こ
う

J
K

J
＋

B
 2
2

25
K

談
お
客
様
に
は
個
別
に
お
詫
び
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
詫
び
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

J
A

J
B

*2
5

31
K

談
帰
っ
て
き
た
と
き
に
一
緒
に
温
泉
に
来
て
ほ
し
い
と
言
う
思
い
で
贈
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。

贈
ら
せ
て

い
た
だ
い
た

J
K

J
B

*3
1

32
K

談
話
を
す
る
段
階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
コ
メ
ン
ト
を
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

差
し
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

J
A

J
B

 3
2

36
K

談
受
賞
を
き
っ
か
け
に
、
近
所
の
方
と
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
良
か
っ
た
と

さ
せ
て

い
た
だ
く

J
K

J
＋

B
 3
6

37
K

談
親
書
は
興
味
深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

読
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た

J
A

J
＋

B
 3
7

40
K

談
一
生
懸
命
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
拉
致
被
害
者
支
援
に
関
し
て
家
族
に
対
し
）

や
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

J
A

J
B

 4
0

43
S

談
こ
の
た
び
の
受
賞
は
業
界
を
代
表
し
て
拝
受
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

拝
受
さ
せ
て

い
た
だ
い
た

J
K

J
＋

B
 4
3

44
S

談
微
力
な
が
ら
業
界
の
発
展
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
結
果
が
、
受
賞
に
結
び
つ
い
た

携
わ
ら
せ
て

い
た
だ
い
た

J
K

J
＋

B
 4
4

47
P

記
彼
女
の
文
章
か
ら
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

引
用
さ
せ
て

い
た
だ
く

J
A

J
＋

B
 4
7

48
K

談
コ
メ
ン
ト
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

控
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い

J
A

J
B

 4
8

49
Y

談
意
見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
が
（
会
談
の
）
本
来
の
目
的
だ
っ
た
。

意
見
交
換
さ
せ
て

い
た
だ
く
の
が

J
K

J
＋

B
 4
9

50
K

談
し
っ
か
り
と
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
手
紙
を
出
す
。

対
応
さ
せ
て

い
た
だ
く

J
K

J
B

 5
0

51
Y

談
い
ろ
い
ろ
な
試
算
結
果
は
あ
る
が
、
具
体
的
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

差
し
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い

J
A

J
B

 5
1

52
K

談
様
々
な
角
度
か
ら
幅
広
い
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

聞
か
せ
て

い
た
だ
き
た
い

J
A

J
＋

B
 5
2

54
K

談
中
野
さ
ん
に
は
友
愛
精
神
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。

学
ば
せ
て

い
た
だ
い
た

J
K

J
＋

B
 5
4

55
Y

談
貸
出
金
利
を
今
の
三
倍
に
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

上
げ
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い

J
A

J
B

 5
5

57
K

エ
同
世
代
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
交
友
を
深
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

深
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る

J
K

J
＋

B
 5
7

58
R

談
訪
問
介
護
で
つ
か
ん
だ
お
客
様
は
、
最
後
ま
で
面
倒
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

見
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い

J
A

J
＋

B
 5
8

59
R

談
こ
れ
に
て
一
巻
の
終
わ
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
粗
末
さ
ま
で
し
た
。

さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

J
A

J
B

*5
9

62
S

談
海
外
に
も
幾
度
と
な
く
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

さ
せ
て

い
た
だ
い
た

J
K

J
＋

B
 6
2

63
R

談
オ
ー
ク
ラ
は
優
れ
た
顧
客
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
持
っ
て
お
り
、
お
お
い
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い

J
K

J
＋

B
 6
3

64
K

注
当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

J
A

J
B

 6
4

65
K

談
一
緒
に
食
事
を
す
る
な
ど
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
長
く
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
付
合
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た

J
K

J
＋

B
 6
5

66
K

エ
ひ
と
つ
思
い
切
り
非
常
識
な
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
。

さ
せ
て

い
た
だ
こ
う

J
A

J
B

 6
6

67
Y

談
た
だ
米
国
の
経
済
に
つ
い
て
も
少
し
言
わ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
景
気
自
体
は
引
き
続
き
回
復
基
調
に

言
わ
せ
て

い
た
だ
く
と

J
A

J
B

 6
7

69
K

談
衆
議
院
議
長
に
議
員
辞
職
願
を
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

提
出
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た

J
K

J
B

*6
9

71
K

談
政
権
交
代
を
実
現
す
る
た
め
い
ま
一
度
、
出
馬
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

出
馬
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い

J
A

J
＋

B
 7
1

72
K

談
要
求
枠
は
目
い
っ
ぱ
い
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
。

使
わ
せ
て

い
た
だ
く

J
K

J
＋

B
 7
2

73
K

談
検
査
の
た
め
に
休
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

休
演
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

J
A

J
B

 7
3

74
Y

談
何
が
し
か
の
余
裕
は
経
営
者
（
自
分
を
指
す
）
に
持
た
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

持
た
せ
て

い
た
だ
き
た
い

J
A

J
＋

B
 7
4

75
K

談
東
京
地
検
の
捜
査
を
見
守
る
し
か
な
く
、
い
か
な
る
質
問
に
も
コ
メ
ン
ト
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

控
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

J
A

J
B

 7
5

77
K

エ
二
回
に
わ
た
っ
て
「
能
楽
ノ
ー
ト
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
の
こ
ぼ
れ
ネ
タ
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

書
か
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る

J
K

J
＋

B
 7
7

78
K

談
そ
の
可
能
性
が
広
が
る
よ
う
、
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

お
手
伝
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い

J
A

J
＋

B
 7
8

79
K

談
当
局
の
強
制
捜
査
な
ど
が
入
れ
ば
、
全
面
的
に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
つ
も
り
だ
。

協
力
さ
せ
て

い
た
だ
く

J
K

J/
A

＋
B

 7
9

80
K

談
県
政
の
改
革
を
引
き
続
き
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
私
の
意
志
と
、

担
わ
せ
て

い
た
だ
き
た
い

J
A

J
＋

B
 8
0

83
K

談
当
局
の
取
調
べ
中
な
の
で
コ
メ
ン
ト
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

差
し
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い

J
A

J
B

 8
3

85
P

注
当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

J
A

J
B

  
85

86
Y

談
誠
心
誠
意
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
シ
ス
テ
ム
な
ら
び
に
業
務
運
営
の
更
な
る
安
定
化
を

対
応
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に

J
A

J/
A

＋
B

 8
6

87
P

注
当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

J
A

J
B
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5. 5　考察
5. 5. 1　記事の種類について

①「～（さ）せていただく」
は「談話」に集中している
調査結果より、新聞記事に

現れる「～（さ）せていただく」
は、インタビューや記者発表
などの「談話」に集中して
いることが分かった。これは
「～（さ）せていただく」の「本
来の意味」が「使役」、「恩恵
間接尊重」により「相手」に
配慮をする性格であることに
基づいていると考えられる。
「談話」中では、新聞記事に取
り上げられるような「改まり」
の高い「場」で、その発話の

「相手」に対して強い配慮が表現されやすいと考えることができる。
例：タイプ A　「ご予約いただいた旅行を中止させていただきたいのですが。」
　　タイプ B　 「このたびの受賞は、業界を代表して拝受させていただいたと考えてお

ります。」
　　タイプ C　 「国際福祉都市の実現へ気持ちのいい汗をかかせていただきたい。」

②「エッセイ」の「～（さ）せていただく」はタイプ B、Cが中心
エッセイ中の「～（さ）せていただく」はタイプ Aの使用が 1例だけで、タイプ B、C

に各 5例見られた。それらは「書く」「述べる」などの「その叙述の中で行っている単な
る自分の行為の宣言」の傾向があった。新聞という紙媒体での記述は「相手」とコミュニ
ケーションを取ることができない一方的な「行動展開」であるが、それでも「相手」に配
慮しようとすると、「許可」や「恩恵」の意味のない「宣言表現」になってしまうのでは
ないだろうか。
例：タイプ B　 「（高速道路の料金問題について）ひとつ思い切り非常識な提案をさせて

いただこう。」

③「記事」には「～（さ）せていただく」はほとんどない
一般記事中に「～（さ）せていただく」はほとんど使われていなかった。一般記事は事
実の描写や伝達が目的の簡潔な文で構成され、読者への待遇は期待されないため、その意
味でこの結果は当然なことであると考える。

④「注」の「～（さ）せていただく」は限定されている
注で使われる「～（さ）せていただく」の表現は「発送をもって代えさせていただきま
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す。」に限定されていて例外はなかった。このような表現は、その「表現意図」に関わら
ず、常に「～（さ）せていただく」を使用して表現すると広く一般に認識された「定型表現」
として、すでに定着しているのではないかと考える。

5. 5. 2　「行動の許可者」について
①タイプ Aは少なく、タイプ
B、Cが多い
「許可者」が本当に「許可」
をする場合（「本来の意味」の
用法）のタイプ Aは少なく、
「許可者」を想定できる場合
（「許容範囲」の用法）のタイ
プ B、特定できない場合（「検
討を要する」用法のタイプ C

が圧倒的に多かった。この結
果から、現時点で新聞記事に
登場する「～（さ）せていただ
く」は、「本来の意味」が薄れ、
使用の中心が「許容範囲」に

移行している傾向が分かった。

例：タイプ A　「明日、また休ませていただけないでしょうか。」
タイプ B　「日本紡績協会会長を二度、務めさせていただき…。」
タイプ C　「（拉致問題解決に）全力を挙げて当たらせていただきたい。」

②タイプ Bは、「許可者」が「相手」と「第三者」
タイプ Bは、合計 55例と最も多く、「「本来の意味」と見立てることができる」程度の

使い方が非常に多いことが分かった。表現形式から見ると、タイプ Aと比較して「許可
求め表現」から、「～（さ）せていただきます」「～（さ）せていただく」など「宣言表現」
を含むグループに移行していることが分かった。内訳は、「理解要請表現」6 17例に対し、
「行動展開表現」7 38例と、「相手」に対する「宣言」を行うものが主な表現だった。しかし、
「許可者」が「第三者」であるもの 22例の内訳は、「行動展開表現」（「～（さ）せていただく」
という表現形式）6例のみに対し、過去の行動を述べた「理解要請表現」は 16例だった。
このことから、タイプBでは、「行動の許可者」が「相手」の場合は「宣言表現」が多く、「許
可者」が「第三者」であると想定できる場合は「理解要請表現」が多くなっていることが
分かった。「許可者」が「第三者」である「行動展開表現」は、「本来の意味」から外れる
と考えているが、6つの例文を観察してみると、その「許可者」は、新聞記事という性質
に関連して、「政府の機関」や「拉致被害者の会」など、「常識的に見て高くするのが自然」
である対象であった。（1例が「横浜ベイスターズ」であったのは、検討を要する。）
例： 「許可者」が「相手」　「お払い戻しの書類を送らせていただきます」
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「許可者」が「第三者」 「多くの人からの支援金を治療に使わせていただきました」

③タイプ Cの「許可者」は「不明」
例文数が 32例、そのうち「行動展開表現」は 15例と約半数だった。それは、「～（さ）
せていただく」「～（さ）せていただきたい」などの「宣言行為」の表現形式で、「許可者」
は「広く世間一般」というような意味合いの、はっきり特定できないものだった。「理解
要請表現」の場合の「許可者」も同様である。これは、「高くする」べき「相手」のない、
単に「自分」を「高くしない」ためだけに使われた「間接尊重語」の用法と考え、検討を
要するのではないだろうか。「恩恵」という点からは、過半数がこれを表現していると判
定した。「恩恵」は、タイプ Aからタイプ Cまでを通じ、「～（さ）せていただく」という
表現で表したかったことの大きな点にあげられると考えられる。

5. 6　まとめ
新聞記事に登場した 92の使用例中、「～（さ）せていただく」の「許容範囲」の用法で

あるタイプ Bと、「検討を要する」用法のタイプ Cが圧倒的に多かった。この結果から、
現時点で新聞記事に登場する「～（さ）せていただく」は、「本来の意味」が薄れ、使用の
中心が「許容範囲」、「検討を要する」用法に移行している傾向が分かり、仮説（1）が明
らかにされた。
特徴として観察されたのは「行動の許可者」は誰か、ということである。タイプ Aで

は「相手」であったが次第に「行動に関係する人物」の割合が増加していくこと、タイプ
Cは「許可者」が特定されない使用法になっていることが確認された。これは、タイプ C

に行くほど「理解要請表現」が増加することとも関連していると考える。また、新聞に取
り上げられるような公的な場での発言が多いという性格上、「行動の許可者」は政府や公
的団体、公人などが想定される例が多く見受けられた。これは、「行動の許可者」が「本
来の意味」から外れる「第三者」の場合も、「～（さ）せていただく」が多用される事実と
関係があるのではないかと考えている。以上のことから、仮説（2）の、「行動の許可者」
は「相手」ではなく、「第三者」である場合があるということも明らかになった。
「～（さ）せていただく」はほとんどが記事中の談話に見られる表現だったが、エッセイ
などの文章にも若干使用が見られた。文章中の使用では「許可」の意味を持たない用法が
多い傾向が見られたが、これは談話が「相手」に対して行う発話であるのに比較し、文章
は「相手」に対面しているわけではない、という性質の違いによるものと考える。表現形
式にもタイプ別に多少の差が見られ、タイプ Aでは、疑問形で実際に許可求めを行う形
のものや、過去形が多かった。タイプ Bは「宣言表現」が多かったため、「～（さ）せて
いただきます」、「～（さ）せていただく」の使用が目立った。タイプ Cでは「理解要請表現」
が半数にまで増えてくるため、「～（さ）せていただいた」などの過去形が増えていた。
使用された動詞にはタイプ別に特に大きな違いがないようだった。また、「表現意図」

に関わらずに常に「～（さ）せていただく」を用いる「定型化」した使用もあることが分
かった。「恩恵」の意を感じさせる例文も 50例あり、A～ Cのどのタイプにも現れていた。
タイプ Aでは全ての例文に「恩恵」が感じられた、タイプ B、タイプ Cでは約半数だった。
以上の性質は「新聞記事の調査」という「～（さ）せていただく」の限定された使用例で
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あるため、得られた傾向をすぐに一般化することはできない。しかし、現時点での「～（さ）
せていただく」使用が仮説に示したように変化してきている傾向は、視野に入れることが
できるのではないだろうか。

6．日本語教科書からの問題点

6. 1　「～（さ）せていただく」の位置づけ
新聞記事における「～（さ）せていただく」の最近の使用傾向が明らかになった。この

結果を、どのような形で日本語教育の現場に反映させることができるだろうか。
日本語能力試験出題基準において、「～（さ）せていただく」は表 4のように分類されて

いる。

これを基に、初級、中級日本語教科書では「～（さ）せていただく」がどのように扱わ
れているかを調査した。調査対象は、『日本語教材リスト』（2003）の「総合教科書」から
最近 3年間に出版されたものを中心 8に、広く使用されている総合教科書、ビジネス教科
書を追加した 34冊（初級 23冊、中級 11冊）の教科書とした。

6. 2　初級教科書の取り扱い
初級における提出順序はおおむね次のような流れである。

V–て＋いただけませんか 　→　 使役形の学習 　→　 V使役形 –て +いただけませんか

　　（行動は相手）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（行動は自分）

ここで取り上げている表現意図は、許可求めが主流で、「休ませていただけませんか」、
「休ませていただきたいんですが…」の表現に止まることが多い。宣言表現が出てくるも
のもあったが、学習者にとっては教科書に登場する限られた場面でしか使用できないので
はないかと思われる内容で、ここから表現を応用させる狙いは感じられなかった。

JBPⅢ教師用指導書では、「許可求め」と「謙遜表現」を分けて解説してあり、過剰な
使用に注意を促していたが、扱われている表現形式は限られ、「恩恵」を受けるという説
明はなかった。
今回調査した 20冊全ての初級教科書で、使役　＋　受給動詞　の表現が取り扱われて
いたが、そのうちの約半数の 12冊に「～（さ）せていただく」という表現は提出されてい
なかった。これは、「～（さ）せていただく」が、日本語能力試験出題基準 2級に分類され

表 4　日本語能力試験出題基準における「～（さ）せていただく」

使役 V（サ）セル 私は弟に部屋の掃除をさせた。（強制）
妹を泣かせてはいけません（誘発）

3級

受給：行為 ―テイタダク 私は高校のとき、鈴木先生に英語を教えてい
ただきました。

3級

敬語：謙譲語 ―（サ）セテイタダク 先生の辞書を利用させていただいた。 2級
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ていることによるものと思われる。また、「～（さ）せていただく」を取り扱っている教科
書の意味説明では、「恩恵を受けるのは自分である」ことまでに言及したものはほとんど
なかった。

6. 3　中級教科書の取り扱い
中級教科書の中で、読解中心の教科書では「～（さ）せていただく」が取り上げられて
いないことが多かった。使用調査で「～（さ）せていただく」は、新聞記事中にはほとん
ど登場せず、エッセイなどにわずかに見られたのみであった傾向から、説明文などが中心
の教材には、自然な流れの中で「～（さ）せていただく」が使われることが少ないものと
考えられる。これに対し、ビジネスマン向けの教材には必ず取り上げられていたが、これ
は「～（さ）せていただく」が談話に多く現れる表現であること、ビジネス場面や公式の
場で使用される表現である性質によるものと考えられる。
ビジネスマン向けの教材では、「～（さ）せていただく」が含む複雑な表現意図を細かく

説明することは省略し、「成句」のようなものとしてその場面にあてはめて使用する学習
になっている傾向があった。意味説明では、「婉曲な非常に丁寧な言い方である」という
単純なものに終わっているものがほとんどであった。

6. 4　日本語教科書調査のまとめ
「～（さ）せていただく」は初級で必ず扱う表現ではない反面、日常会話や改まった場で
発表や会話をするなどの状況において、自然な流れで必要とされる表現だと考えている。
しかし、日本語能力試験出題基準 2級に分類されているため、初級で充分に学習されない
まま中級に進んだ場合、読解中心の中級教科書だけでは、「～（さ）せていただく」のさま
ざまな表現形式を学習する機会に恵まれない恐れがあるということが分かった。そこで、
学習段階に応じて、以下のような導入順序で教科書以外の教室活動の中に取り入れること
が、現在の母語話者の使用状況を考慮していると言えるのではないか。

タイプ A　「本来の意味」の用法
　　　　　初級、中級で、「～（さ）せていただく」の基礎として学習する必要がある。
タイプ B　「許容範囲」の用法
　　　　　使用される頻度が高いので、中級では、理解する必要がある。
　　　　　 特に「定型表現」は、早い時期（初級においても自然な文脈化ができる場合

は導入する）に、知識を得ておく必要がある。
タイプ C　「検討を要する」用法
　　　　　実際の生活上、中級後期および上級において、知識としては必要がある。

導入の際は、「～（さ）せていただく」の「本来の意味」を説明し、「行動の許可者」か
らの「恩恵」を意味するものであり、「行動の許可者」を「高く」、「自分」を「高くしない」
意味を持つということを理解させることが大切であると考える。具体的には「…に～（さ）
せていただく」の「…」に入る人物を想定する方法で、使用できる場面とそうでないもの
を判断できるように導入し、過剰な使用への注意や非言語行動との関連についても触れる
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ことが大切だと考える。
中級に進んだビジネスマンであれば、実際の業務において「～（さ）せていただく」と

いう表現に遭遇する機会も多いと思われるが、現在の中級教科書では、その際適切な判断
ができるような説明が充分になされてはいないと感じた。「～（さ）せていただく」で表現
された「文話」の意味を適切に理解し、使用する場合は「人間関係」や「場面」を選び、
「文話」全体のバランスを考えながら、「本来の意味」に沿った使い方をするように、多用
な表現形式を導入して行くことが望ましいと考える。また、タイプ Bやタイプ Cの用法
が多いという事実に沿って、それらの意味と使用する危険性を理解できることも必要であ
ろう。

「～（さ）せていただく」のこのような面は、待遇表現および敬語の提出時期やその方法
全体にも関わる問題なのではないだろうか。そこで、初級において従来のように「敬語」
学習だけをまとめた課を作る方法や、積み上げ式の文法学習順序による方法を部分的に見
直すことも必要であると考える。この点について川口（1987）は、4点の主要な教科書の
分析から二つの問題点をあげている。
（1） 敬語を学習項目の中心とする課が、文型の形式で文法要素を学習項目とする課と同等

に配列されていること。
（2）敬語の語法上の解説が不十分な、あるいはなされていない場合があること。

川口（1987）では「問題点（1）は、敬語を適当な文脈で提示する可能性を狭め、（2）
は教科書中の提示文中の敬語の用法が説明できないという問題点を生み出すほか、敬語使
用のバラエティについて学習者の認識を高めないという作用を生み出す。」と述べている。
教科書調査の結果、「～（さ）せていただく」についてもまさに同様なことが起こっている
と思われた。
教室活動の適当な機会をとらえて、自然な文脈で用法を繰り返し提示することが「～

（さ）せていただく」の複雑な表現意図を学習するためには重要であると考える。それに
は、少なくとも初級の段階から「～（さ）せていただく」の「本来の意味」を知り、適用
の範囲と使用する危険性を同時に示していくことが大切なのではないだろうか。また、母
語話者が「定型表現」と容認している具体例なども取り入れて、その意味と使用方法を必
要な文脈の中で取り入れていくことも、自然な日本語の習得には有意義なのではないだろ
うか。

7．今後の課題

「～（さ）せていただく」の使用実例調査において、「行動の許可者」が「第三者」であ
る用例が多数出現した。これらの容認される範囲と基準はどのようなものかを調査し、明
らかにしたい。また、学習者への「～（さ）せていただく」の導入において、「本来の意味」
を理解しやすい具体的な指導方法とはどのようなものか、などの点を引き続き考えて行き
たい。
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【注】

 1 記者会見での政治家の「深く反省させていただきたい」や、店員の「こちらはスーツでご用意さ
せていただいております」などの表現。

 2 菊地（1997–b）謙譲語 Aは、話手が補語を高め、主語を低める (補語よりも低く位置づける )表
現であり、謙譲語 Bは、話手が主語を低める (ニュートラルよりも《下》に待遇する )表現である、
と定義されている。

 3 本稿では、「～（さ）せていただきます」、「～（さ）せていただきたい」、「～（さ）せていただいた」
など、実際に「文話」中に出現する形式をさすことにする。

 4 蒲谷他（1998）ある動作に間接的に関わる人物を〈高くする〉という「敬語的性質」と「恩恵」
という性質を併せ持つ表現。

 5 『日本語文型辞典』（1998）では、「～（さ）せていただく」について次のような例文と項目があげ
られている。（下線は筆者による）

  ・《結婚式のスピーチ》新婦の友人を代表して、一言ご挨拶させていただきます。
  ・《パーティーで》では、僭越ではございますが、乾杯の音頭をとらせていただきます。
  あいさつなどの前置きに使われる慣用的な表現で、その行為をすることを光栄に思っていると言
う意味が含まれる謙譲表現。

 6 蒲谷他（1998）自己の感情・認識、知識・情報などに基づく「表現内容」が「相手」に理解され
ることを「表現意図」とする「文話」。

 7 蒲谷他（1998）自己の感情・認識、知識・情報などに基づく「表現内容」が「相手」に理解され
るだけでなく、それによって「相手」あるいは「自分」（またはその「両者」）が何らかの行動を
起こし、その「行動」で「表現内容」が実現されることを「表現意図」とする「文話」。

 8 特定の母語話者を対象とした教科書などは除外した。
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『生きた素材で学ぶ中級から上級への日本語』 ジャパンタイムス
『語学留学生のための日本語　Ⅱ』 凡人社
『実力日本語　下』  東京外国語大学留学生日本語教育センター編著
『初級日本語』 東京外国語大学附属日本語学校編著
『初級日本語げんき』 ジャパンタイムズ
『しんにほんごのきそⅡ』 海外技術者研修協会編
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『新日本語の中級　本冊』 スリーエーネットワーク
『新文化初級日本語Ⅱ』 文化外国語専門学校編
『テーマ別に学ぶ日本語中級』 研究社
『テリーとまい　みんなの日本語』 OLJランゲージセンター
『トピックによる日本語総合演習』 スリーエーネットワーク
『日本語初級　Ⅱ』 東海大学留学生センター
『日本語初中級　理解から発話へ』 名古屋 YWCA教材作成グループ著
『日本語初歩』 国際交流基金日本語センター
『日本語中級 J501』 スリーエーネットワーク
『日本で暮らす人の日本語Ⅱ』 にほんごの会企業組合
『日本への招待』 東京大学出版会
『ビジネスのための日本語』 スリーエーネットワーク
『ビジネスマン物語』 ことばと文化センタービジネスセクション
『ひらけ日本語　下』 拓殖大学留学生別科・日本語研修センター編
『文化中級日本語』 文化外国語専門学校編
『みんなの日本語　初級Ⅱ本冊』 スリーエーネットワーク　
『モジュールで学ぶよくわかる日本語』 アルク
『ロールプレイで学ぶ中級から上級への日本語』 アルク
『A Course in Modern Japanese』 ICI
『An Introduction to Modern Japanese』 The Japan Times　　
『Basic Japanese for Student』 東京工業大学留学生センター
『Business Japanese』 The Japan Times
『Elementary Functional Japanese』　 アルク
『J. Bridge』 凡人社
『JAPANESE FOR BUSY PEOPLE Ⅲ』 AJALT
『JAPANESE for COLLEGE STUDENTS』 ICU
『Situational Functional Japanese』 筑波ランゲージグループ著
『Step Up NihongoⅠ』 ICI


